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内容の要旨および審査の結果の要旨
著者は，表皮ブドウ球菌（SmphyJococ…epidermidZs，８．epide7midZs）感染症を併発した後，
全身播種性の転移病巣が消失したEwing肉腫の１症例を経験した．このことはS・epidermidZS感染症に
由来した抗腫瘍活性の可能性を示唆した。それ故，この患者から分離したSepide7midZs菌株の担癌マ
ウスに対する抗腫瘍活性および培養細胞に対する細胞増殖抑制活性を，サルコーマ180(Sarcomal80,8-
180)，マウス骨肉腫（mouseosteogenicSarcomaPOS-1，POS－１），ヒト骨肉腫（human
osteogenicsarcomaTakase，OST）細胞を用いて検討した。８．epidermidUs菌株の菌体をBraun
の細胞破砕器により破砕し，遠心により粗細胞壁成分（crudecellwall，ＯＣＷ）および菌体内容物
(celrextract，ＣＥ）に分画し，前者に対し更に核酸分解酵素処理を行い，部分精製細胞壁成分（part-
iallypurifiedcellwall，ＰＯＷ）を作製した。抗腫瘍活性を，菌体成分投与群マウスの対照群マウス
に対する腫瘍重量比で評価した時，Ｓ-180細胞に対してはＯＣＷとCE，POS－１細胞に対してはＣＥが明
らかな抗腫瘍効果を示したが，OST細胞にはいずれの標品も抗腫瘍効果を示さなかった。病理組織学的
所見上，ＯＢを投与したマウスの腫瘍部には明らかなリンパ球の浸潤は認められず,対照群と差異はなかった。
各腫瘍細胞をCE存在下で培養したところ，Ｓ-180,POS－１細胞において細胞増殖抑制効果が認められ
た。また，その抑制効果はCEの濃度依存性遅効性に作用した。POS－１細胞について，３Ｈ－チミジンの
取り込みを測定した結果，ＯＢ添加６時間後から3Ｈ－チミジンの取り込みの抑制が認められ，その効果も
CE濃度依存性であった。ＣＥ中の細胞増殖抑制物質は核酸抽出成分にはなく，100℃の加熱およびトリプ
シン処理で消失した。また，高速液体クロマトグラフィーでの性状分析により，分子量20,000～300,000
の分画中に細胞増殖抑制物質の存在を認めた。これまでSePide7midZsの抗腫瘍効果は免疫系を介した
生物応答修飾作用によるものと考えられてきたが，著者の実験からSepidermidisの菌体内容物である
CE中には直接的抗腫瘍活性を有する蛋白性物質が存在する事が示唆された。
以上，本研究はSepidermidZsの抗腫瘍活性において新しい知見を得た労作と評価された。
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